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第 1990回例会  平成 27年 11月 30日（月曜日）第 17号  

 

本日の例会 １１月３０日（月） 第４例会 

◎ソング    

◎卓 話  

 

◎本日の献立 

「われらがロータリー」 

『いよいよ始まるマイナンバー制度』 

担当：飯田 政信会員 

松花堂弁当 

次回の例会 １２月７日（月） 第１例会 

◎卓 話 

 

『 最近のワクチン事情について 』 

担当：尾﨑 元会員 

前回の例会 １０月１６日（月） 第３例会 

◎ゲストスピーカー 

 

 

◎ビジター 

台北駐大阪経済文化弁事処 

処長   蔡 明耀 様 

課長  謝 銘宏 様 

大阪ＲＣ        三島 基司 様 

会 長 挨 拶         会長 三木 武志       

皆様こんにちは、本日は本年度二回目の東大阪西ロー

タリークラブとの合同例会で御座います。 

親睦は深めて楽しく例会が行われているでしょうか、

後二回御座いますのでなお一層親睦が出来るようにご意

見を頂戴できれば幸いです。 

また東大阪西ロータリークラブ様のほうでは台湾のロ

ータリークラブとの姉妹提携も検討されているとお聞き

しております。 

本日は台北駐大阪経済文化弁事処の、蔡総領事をゲスト

スピーカーにお迎えしておりますので少しでも台湾のこ

とを知って頂けると幸いです。そして台湾と日本が今後

益々親密になることを願っております。 

出 席 報 告             清水 委員 

本日の会員数 ２４名 

本日の出席者数 １６名 

本日の出席規定適用免除会員 ９名 

本日の出席率 ７２．７３％ 

１０月１日の修正出席率 ８５．７２％ 

ニコニコ箱報告           岩橋 ＳＡＡ 

三木会長 台北駐大阪、蔡総領事をお迎えして。 

佐藤幹事 本日の合同例会宜しくお願い致します。お

忙しい中、ゲストスピーカー蔡総領事様、

有難うございます。 

百済会員 例会欠席のお詫び 

佐井会員 

 

蔡総領事をお迎えすると共に、東大阪西ロ

ータリークラブ合同例会を祝して。 

 

東大阪西ロータリークラブ 

松尾会長 総領事様をお迎えして 

氏野幹事 合同例会を祝して、又、台北駐大阪経済文

化弁事処、処長 蔡 明耀さんの卓話楽し

みにしています。 

 

幹 事 報 告        幹事 佐藤 三千秋 

1. 今週の木曜日 11 月 19 日は第 2 回情報集会です。場

所が今回変わりまして、  梅田の「大東洋」とな

っております。本日、詳細及び地図をホストに配布

しておりますので、ご確認を宜しくお願い致します。 

2.  次週、11 月 23 日（月）は「勤労感謝の日」で休会

です。ご確認をお願い致します。 

3.  報告は２件ですが、改めて９月 14 日のマートン選手

のチャリテーイベント開催には色々ご協力を頂き有

難うございました。お蔭さまにて大盛会に終わり、

アフリカ・ケニアの学校給食支援に 50 万円の寄付を

することが出来ました。地区のホームページ、ガバ

ナー月信、ロータリーの友にも掲載されることにな

っています。尚、マートン選手にサインをしてもら

った甲子園グッズが多少残って居ります。Ｔシャツ、

メガホン、サインボール等ですが原価にて購入して

頂きたく、受付に置いておりますので、帰りに声が

けをお願い致します。 
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y  Ｂｅ a gift to the world 
 世界へのプレゼントになろう 

  2015～2016 年度 国際ロータリー会長 K. R. ラビンドラン 
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卓 話        『新時代の日台関係』 

【台北駐大阪経済文化弁事処 処長 蔡 明耀 様】 

台湾とは 
１．1895年前の台湾 

２．1895－1945日本植民地時代 

３．1945年日本敗戦で台湾を放棄 

４．中華民国は台湾を統治 

  中華民国は 1912年成立、1950年台湾へ 

５. 台湾は小さいけれども重要な国 

台湾データ 

台湾の外交 
査証免除 153ヶ国と地域 

国際機関の加盟と参与 WTO  APEC  WHA / WHO  ICAO 

努力中 UNFCCC TPP RCEP等 

馬総統の外交政策   

1. 外交関係の維持（現在 22ヶ国）    

2. 実務関係の推進（米、日、EU、ASEAN）                   

3. 国際機関・国際的枠組みへの参与                        

4. 文化、科学技術、人道支援の拡大                                                       

5.  東海・南海平和イニシアチブ 

両岸関係 
◆台湾海峡「独立せず、統一せず、武力行使せず」と

いう現状維持政策への支持  75.2％    

（国家安全への関心） 

◆大陸政策の成果は両岸関係の平和安定維持 59.4％ 

◆両岸交流によって台湾の自由、民主、人権等の価値

観を中国大陸に伝わって、相互理解を促進するこ

とへの支持  66.9％   

(中国大陸の信頼できる国際社会の一員になるように ) 

◆基本原則： 「台湾中心、国民有利」、民間と経済

交流優先、相互利益、対等、尊厳、中華民国の堅

持及び「 一つの中国」の各自解釈、「一国二制度」

を受け入れないこと。 

国名 中華民国 

首都 台北市（人口約 270万人） 

主要都市 新北市（約 396万人） 

高雄市（約 278万人） 

台中市（約 271万人） 

台南市（約 188万人） 

桃園市 (約 200万人）  

面積 約 36,193平方キロメートル 

（参考:九州 42,000ｋｍ2） 

人口 約 2,346万人 漢民族 98%、 

原住民 2% 

通貨 台湾ドル（NTD）1NTD＝約 3.7 円 

（2015年 11月） 

人の往来 2014年訪台の外国人数 980万人 

2014年海外への台湾人数 1184万人 

◆2014年 3月末台湾学生が国会を占領する意味 

馬 習 会 
◆馬総統と習近平が 11月 7日にシンガポールで会談

する。 

◆米国：大統領報道官アーネスト 「台湾海峡の緊張

緩和と両岸関係の改善へ向けた措置ならもちろ

ん歓迎する」、「米国の基本的利益は安定的で平和

な両岸関係にある」 

◆日本：官房長官菅義偉 「台湾海峡の平和と安定は、

地域と世界にとって極めて重要だ。日本は（両岸

関係が）直接対話で平和的に解決されるべきだと

いう立場であり、状況の推移を注視したい」 

（11月 4日読売新聞より） 

歴史関係 
① 1895まで  古い時代の関係 

② 1895～1945 植民地関係 

③ 1945～1951 終戦時関係 

④ 1952～1972 外交関係 

⑤ 1972～2010 実質関係 

⑥ 2011～   新時代の関係 

日本の貢献(戦前) 
台湾近代化の基礎 

・国勢調査と戸籍 

・交通、電力、農業と水利、金融等インフラ建設 

・医療衛生の改善 

・教育の普及 

・法律制度の確立 

日本の貢献(戦後) 
１、ODAによる援助 

２、投資による援助 

３、政治の支持 

      ↓ 

 台湾の安定と近代化 

 

安全保障  台湾の重要性と国際役割 
日本、米国、東南アジア、太平洋地域にとっては重要

な存在 

・民主、自由、市場経済等の共有価値 

・戦略要衝と日本の西南翼（航行運輸安全） 

・経済発展と繁栄と平和等の役割 

・環境保護、衛生医療、文化保護 

・中国共産党を十分認識 

 

新時代の台日関係 
・1972年 12月亜東関係協会と交流協会成立 

・1972年 9月 29日外交関係中止 

・非政府間の実務関係：切っても切れない関係 

◆「台湾は、我が国との間で緊密な経済関係と人的往

来を有する重要な地域。引き続き日台間の実務的な

協力関係が着実に発展していくことを期待してい

る。」（2012年 1月 14日、玄葉外務大臣談話） 

◆日本政府は、国内法令の範囲内で「できる限りの支

持と協力を与える」方針。 

（1972年 12月 26日、二階堂官房長官談話） 

（総領事 蔡 明耀様卓話資料より抜粋） 
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